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香
川
高
齢
協
で
は
、
さ
る
6
月

23
日
(日)
に
開
催
さ
れ
た
第
26
回

通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
第
6
号

議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
て
い
た

「
事
業(

一
部)

譲
渡
に
つ
い
て
」
が

承
認
。
こ
れ
を
受
け
て
、
福
祉
事

業
の
生
き
残
り
を
か
け
、
社
会
福

祉
法
人
格
の
取
得
を
目
指
し
、
現

在
、
香
川
高
齢
協
で
運
営
し
て
い

る
福
祉
事
業
の
一
部
を
新
設
の
社

会
福
祉
法
人
へ
事
業
譲
渡
す
る
と

い
う
方
向
性
が
定
ま
り
ま
し
た
。 

 

ご
存
じ
の
と
お
り
、
当
組
合
は
「
生

き
が
い
事
業
」「
仕
事
お
こ
し
事
業
」

「
福
祉
事
業
」
の
3
本
柱
を
軸
と
し
て
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
活
動

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
な
か
、
仕
事
お
こ
し
事
業
に

お
き
ま
し
て
も
、
遵
守
す
べ
き
生
活

協
同
組
合
法
の
な
か
で
、
年
金
プ
ラ
ス

α
の
働
き
方
を
支
援
す
る
こ
と
の
難

し
さ
に
直
面
し
、２
０
１
２
年
に
一
般

社
団
法
人
香
川
県
高
齢
者
支
援
協
会

を
設
立
。
働
き
た
い
高
齢
者
の
活
動

の
場
を
確
保
し
、
現
在
で
は
約
60
名

の
組
合
員
が
支
援
協
会
で
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
成
功
事
例
を
、
ま
さ
に
い
ま
過

渡
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
福
祉

事
業
に
も
柔
軟
に
応
用
し
、
社
会
福

祉
法
人
の
法
人
格
取
得
に
よ
っ
て
、
福

祉
事
業
の
生
き
残
り
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
で
す
。 

 

物
価
高
騰
や
年
金
減
額
な
ど
、高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
福
祉
事
業
の
運
営
に

暗
い
影
を
落
と
し
始
め
て
い
ま
す
。  

社
会
福
祉
法
人
の
立
ち
上
げ
は
、

純
粋
に
利
用
者
様
の
生
活
を
守
る
た

め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、そ
の
為
に

は
5
年
後
、
10
年
後
も
継
続
し
た
事

業
経
営
が
可
能
な
組
織
、
財
務
体
質

を
構
築
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て

お
り
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人
は
、
生
活
協
同
組
合

と
比
較
し
た
場
合
、
一
部
の
例
と
し

て
、
▼
万
が
一
、
介
護
事
故
が
あ
っ
て

も
保
険
費
用
の
負
担
金
が
増
え
る
こ

と
が
ほ
ぼ
な
い
、
▼
税
金
が
非
課
税

対
象
と
な
る
、
▼
国
な
ど
の
行
政
負

担(

助
成
金
等)
が
あ
る
た
め
、
設
備

投
資
の
法
人
負
担
が
少
な
く
な
る-

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
、
社

会
福
祉
法
人
格
の
取
得
は
、
生
活
困

窮
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
く

行
え
る
と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い

く
も
の
と
期
待
も
膨
ら
み
ま
す
。 

法
人
格
に
よ
っ
て
授
受
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
様
々
で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
「
生
活
協
同
組
合
」「
一

般
社
団
法
人
」「
社
会
福
祉
法
人
」
の

3
つ
の
法
人
格
を
う
ま
く
使
い
分
け
、

『
オ
ー
ル
高
齢
協
』
と
し
て
生
き
が
い

事
業
、
仕
事
お
こ
し
事
業
、
福
祉
事
業

の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
く
計

画
で
す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
ど
う
か
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

 ２０２４年 7月１日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 池田章子  

            

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２４年 第２２８号 （7・8 月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●通常総代会開催報告 

●福祉事業部 

●生きがい事業部 

●PickUp ひだまり人 

●ひだまり村ふれあい交流会 

●健康のページ 

●エッセイ（第 13 回） 

●7・8 月の予定 

 

〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

ホームページ 
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2024 年 第 26 回通常総代会・第 10 回定時社員総会の開催報告 

令和 6年 6月 23 日(日) 14：00～第一部 通常総代会 17：00～第二部 交流会 

 

2024年香川県高齢者生活協同組合の「第 26回通常総代会」が高松丸亀町壱番街東館 4F丸亀町レ

ッツホールにて開催されました。出席総代数 総代 116名中 本人出席 42名、委任代理人出席 9名、

書面議決権行使出席 47名 合計出席者 98名。総代以外の組合員も 4名出席されました。 

今回の総代会には、高松丸亀町商店街振興組合常務理事 古川恭造様、衆議院議員 平井卓也様、

香川県知事 池田豊人様、以上 3 名の方々が来賓として挨拶をされ開式となりました。 

その後、総代の中より議長に平井アヤ子氏、副議長に大原幹男氏、が選出され、定款第 57 条により

本総代会は、成立要件を満たしていることを確認し、議案審議に入りました。 

議案提案   第 1号議案 2023 年度活動報告 

第 2 号議案 2023 年度決算報告 

第 3 号議案 2023 年度監査報告 

第 4 号議案 2024 年度活動方針 

第 5 号議案 2024 年度収支予算 

第 6 号議案 事業（一部）譲渡について 

第 7 号議案 役員選任の件 

第 8 号議案 役員報酬限度額設定の件 

第 9 号議案 議案効力発生の件 

 結果、提案された全ての議案が全会一致により承認されました。承認されたことにより新たな体制

の下、「社会福祉法人格の取得」に向けた取組みが本格的に着手されることとなり、新たな香川高齢

協グループへの期待感がさらに鮮明な道筋として示されることとなりました。 

 

 
警備していただける人（未経験者大歓迎）を募集  

急 募 
未経験者でも大丈夫です 丁寧にご指導いたします。 

皆さん！ すぐに、活躍できますよ 初任者研修後 

制服貸与 勤務地、勤務日は、相談可 兼業もOK！ 

いつでも、お気軽にご連絡ください。 
 

警備事業責任者 川西 080-2851-4338 又は、本部 087-899-6311 まで 

＊組合員の皆さまも、ぜひともお近くのお知り合いの方をご紹介下さい 
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なお今総代会で承認された方針に基づき、役員一同、決意新たに邁進していく所存ですので、

今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます 

                         

記 

「役員（理事 17 名、監事 3 名）」 

理事長 池田 章子(代表理事) 会長   青梅 スミ江（同） 

理事  伊賀 昌吾(同)      理事  松本 静香 

理事  善林 功       理事  眞鍋 良彦 

理事  河井 徳夫      理事  川西 純一 

理事  宮本 明美      理事  宮川 芳幸 

理事  堤 敬介       理事  宮崎 孝夫 

理事  木村 文宣      理事  佐藤 春美 

理事  天雲 庫三（新任）   理事  奥山ひろみ（新任） 

理事  福井 吏沙（新任）   監事  杉本 知美 

監事(員外) 井原 惣七   監事(員外）篠崎 文雄 

 

以上 

 引き続き、一般社団法人香川県高齢者支援協会 第 10 回定時社員総会（令和 6 年 6 月 18 日

開催）の説明会で、すべての議案が全会一致で承認されたことが報告されました。 
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牟
礼
ひ
だ
ま
り 

～
き
ゅ
う
り
の
収
穫
～ 

牟
礼
ひ
だ
ま
り
で
は
今
年
初
め
て
、

庭
で
野
菜
の
袋
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。 

       6
月
に
入
り
き
ゅ
う
り
、な
す
び
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。
花
が

咲
く
と
、「
い
つ
食
べ
ら
れ
る
ん
か
な
」

「
ト
マ
ト
が
大
き
く
な
っ
と
る
」「
取
っ

て
食
べ
た
い
な
」「
は
よ
う
取
ら
ん
と

大
き
く
な
り
す
ぎ
る
よ
」「
虫
に
食
べ

ら
れ
て
し
ま
う
か
な
」・・・
。
休
み
の
前

に
は
「
カ
ラ
ス
が
こ
ん
か
な
」
な
ど
と

心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。 

 

毎
日
、
誰
か
れ
な
く
窓
か
ら
の
ぞ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
言
葉
に
し
て

楽
し
み
に
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
な
す

び
は
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
に
、
き
ゅ
う
り
は

浅
付
け
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
サ
ラ
ダ
の

飾
り
に
な
り
ま
し
た
。 

         「
ど
れ
も
地
の
物
は
お
い
し
い
ね
」

「
甘
み
が
あ
る
ね
」「
こ
ん
な
に
美
味
し

い
も
の
は
初
め
て
」
と
収
穫
か
ら
試
食

ま
で
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
花
盛
り
の
野
菜
栽
培
。
次

の
収
穫
が
待
ち
き
れ
ず
、
何
度
も
数
を

か
ぞ
え
な
が
ら
過
ご
す
毎
日
で
す
。 

香
川
ひ
だ
ま
り 

5
月
25
日
（土）
に
利
用
者
様
と
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
前
の
畑
で
育
っ
た
そ
ら
豆

を
収
穫
し
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
そ
ら
豆
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
、
収
穫
の
後
は
豆
の
皮
む

き
も
行
い
ま
し
た
。 

皮
の
中
に
は
大
き
な
豆
が
入
っ
て
お

り
、
皆
さ
ん
驚
か
れ
、「
立
派
に
育
っ
た

ね
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
に
む
い
て
頂
い
た
豆
は
、
当

日
の
昼
食
で
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
お
い
し
い
ね
」
と
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。 
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ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会 

8

月
の
大
会
は
、
K

K

B
発
足

10
周
年
記
念
大
会
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
第
二
火
曜
日
は
お
盆
の
期
間
中

の
13
日
と
な
る
た
め
、
第
一
火
曜
日

の
6
日
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。  

当
日
は
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
会
員
だ
け
で

な
く
、
以
前
会
員
だ
っ
た
方
た
ち
の
参

加
も
大
丈
夫
で
す
。（
参
加
料
千
二
百

円
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
0
） 

         

出
欠
は
8
月
3

日
必
着
で
木
村

（
〇
九
〇-

四
五
〇
一-

三
四
二
三
）
ま

で
電
話
ま
た
は
L

I

N

E
で
、
寺
田

（
〇
九
〇-

七
一
四
九-

八
五
二
〇
）
ま

で
電
話
も
し
く
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

多
数
の
出
席
を
歓
迎
し
ま
す
!! 

※
写
真
は
昨
年
10
月
開
催
の
「
理
事

長
杯
争
奪 

高
齢
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

の
も
の
で
す 

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会 

総
勢
２
０
０
名
余
り
の
ダ
ン
ス
愛
好

家
た
ち
が
集
い
、「
ダ
ン
ス
を
楽
し
む

会
」
主
催
の
H

a

r

u(

春)

ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
が
4
月
21
日
(日)
、
三
木

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

一
同
が
ペ
ア
を
組
ん
で
ダ
ン
ス
を

始
め
る
と
、か
な
り
広
い
会
場
で
あ
っ

た
が
フ
ロ
ア
ー
が
す
ぐ
さ
ま
一
杯
に
な

り
、
目
の
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
そ
の

光
景
は
正
に
圧
巻
と
い
う
し
か
な
い

画
で
し
た
。 

迫
っ
て
く
る
熱
気
と
同
時
に
華
麗
な

る
社
交
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
。 

初
め
て
見
る
者
に
は
、
違
う
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
た
感
が
強
烈
で
あ
っ

た
が
、
実
際
に
踊
っ
て
い
る
方
た
ち
は
、

男
女
と
も
に
笑
顔
で
と
て
も
い
き
い

き
と
し
て
楽
し
そ
う
な
の
で
す
。 

普
段
見
る
木
村
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

と
違
っ
て
、
全
く
違
う
人
の
よ
う
に
見

え
、
輝
い
て
い
る
姿
が
印
象
に
残
っ
た

一
幕
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
こ
に
来
る
と
「
一
人
一
人
が
主
役

に
な
れ
る
ん
だ
」
と
感
じ
さ
せ
る
不
思

議
な
空
間
で
し
た
。
社
交
ダ
ン
ス
は
種

目
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
が
異
な
り
、
使
わ

れ
る
音
楽
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ラ
テ

ン
も
、ル
ン
バ
と
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
は
大

き
く
曲
調
が
異
な
り
ま
す
。 

 

      

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
社
交
ダ
ン
ス
の
門

を
叩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
若
返
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
木

村
さ
ん(

連
絡
先
は
12
頁)

か
本
部
ま

で
ど
う
ぞ
。 

 

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
４
年
第
12
回
理
事
会 

6
月
18

日
(火)
開
催 

本
部
会
議
室
15
名
出
席 

《
審
議
事
項
》 

●
社
会
福
祉
法
人
格
取
得
設
立
に
向 

け
て
の
準
備
進
捗
状
況
に
つ
い
て
協
議 

さ
れ
た 

●
新
法
人
の
名
称
に
つ
い
て
は
最
終
候 

補
と
し
て
三
案
に
絞
り
込
ん
だ 

●
第
26
回
通
常
総
代
会
6
月
23
日

開
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
進
行
に
つ
い
て

協
議
し
た 

●
組
合
員
強
化
月
間
の
取
組
み
「
第

2
回
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」（
6
月
15

日
(土)
に
実
施
）に
つ
い
て
の
評
価
反
省 

《
報
告
事
項
》 

●
4
月
度（
単
月
・
累
計
）収
益
状
況
に 

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た 

●
生
き
が
い
事
業
部
よ
り
活
動
報
告 

が
さ
れ
た 

※
同
日
第
10
回
定
時
社
員
総
会
が
開

催
さ
れ
、
全
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た 
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働く元気な高齢者が増えることで、地域の更なる活性化に貢献していきたい 

現役時代は大手電機メーカーの系列企業で活躍。広島や東京での勤務が長く、67 歳まで

勤め上げた。「先輩、同期、後輩などすべての仲間に助けられたサラリーマン人生」と周囲

への感謝の姿勢を崩すことはなく、「この歳になっても働く場所があり、少なからず世間の

お役に立てていることは本当に嬉しい」という謙虚な思いからも人柄がにじみ出る。 

「丸亀町の再開発は全国でも貴重な成功事例として東京にいる時にニュースで知りまし

た。いま自分が故郷に戻り、その丸亀町の活性化を駐車場管理という側面から応援できてい

ることを誇りに思う」と控えめに胸を張る。314台を収容する同駐車場は稼働率もきわめて

高く、清掃や機械トラブル、客対応など全般をこなす頼もしき班長だ。 

一方では 4 月から開始した丸亀町商店街の美化・清掃に特化した「タウンキーパー事業」

の業務をマニュアル化し、新規事業としての立ち上げに大きく貢献。「丸亀町に来られるお

客様が『楽しかったね、また来ようね』と言ってもらえたら幸せですね」と目を輝かせる。 

「働く元気な高齢者が増えれば地域もさらに活性化する。そのために多くの人が活躍で

きる舞台をつくることにも汗をかかなければ」と新理事としての方向性にも迷いはない。 

趣味は月 2～3回のゴルフと菊づくり。大菊の三本仕立てに魅せられ、その栽培に愛情と

情熱を傾けるひとときに英気を養う。好きな言葉は?の問いには『善因善果』と即答。「損得

よりも善悪で行動したい」。これが現役時代から貫いてきたスタンスでもあり、この思いを

ベースに香川高齢協とともに成長していく覚悟も窺えた。高松市出身、73 歳の充実期。 

 

 

理事(新任) 

丸亀町町営第 4駐車場(丸い亀さん。)班長 

天雲 庫三さん 
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ひ
だ
ま
り
村 

～
第
2
回
ふ
れ
あ
い
交
流
会
～ 

 

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
目
的
に

2
月
に
初
開
催
し
、
好
評
だ
っ
た
「
ふ

れ
あ
い
交
流
会
」
が
6
月
15
日
(土)
に

再
び
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
お
も
て
な
し
メ
ニ
ュ
ー
は
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
。
天
気
予
報
で
は
雨
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
主
催
者
、
参

加
者
の
願
い
が
通
じ
て
好
天
に
。
ス
タ

ッ
フ
は
お
む
す
び
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な

ど
軽
食
を
早
く
か
ら
用
意
す
る
と
と

も
に
、
男
性
陣
は
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

炭
火
を
い
こ
ら
せ
、
参
加
者
の
来
村
を

待
ち
ま
し
た
。 

 

「
気
の
張
ら
な
い
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
ひ
だ
ま
り
村
の
こ
と
、
ま
た

香
川
高
齢
協
の
こ
と
を
多
く
の
地
元

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い

う
池
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
事

業
部
の
代
表
が
取
り
組
み
な
ど
を
説

明
。
生
き
が
い
事
業
部
は
、
経
験
が
な

く
て
も
参
加
し
や
す
い
「
グ
ル
メ
と
散

策
を
楽
し
む
会
」
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

参
加
者
の
関
心
を
誘
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
既
存
の
施
設
利
用
者
も

含
め
、
約
50
人
が
参
加
。
蒸
し
暑
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
牟
礼
ひ
だ
ま
り

の
ス
タ
ッ
フ
も
応
援
に
駆
け
付
け
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
発
揮
。
夏
本
番
を
前
に
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

食
後
に
は
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
善
林

事
務
局
長
が
「
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
」

を
披
露
し
た
ほ
か
、
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
で
場
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、

お
土
産
の
手
作
り
の
ア
ジ
サ
イ
の
オ

ブ
ジ
ェ
に
負
け
な
い
笑
顔
の
花
が
あ
ち

こ
ち
で
咲
い
て
い
ま
し
た
。 
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◎草刈り、植木の剪定、剪定のお手伝い、引越し手伝い、廃材処理

◎登録して頂くと、あなたの時間、

　　できることを誰かのためのサポート側として活躍してみませんか。

◎年金プラスαの収入を得る働き方をめざします。

◎仕事の依頼もご相談下さい。 仕事おこし事業部

☎080-2990-4586（森岡）

仲間を募集しています。

 
丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
信
㉘ 

「気
象
病
」 

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
天
気
が
悪
く
な
る
と
、

頭
痛
や
関
節
痛
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
人

が
い
ま
す
。
天
気
が
原
因
で
起
き
る
体

調
不
良
は
、
医
療
現
場
で
は
昔
か
ら

「
気
象
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

     

気
象
病
と
し
て
最
も
多
く
の
人
が

挙
げ
る
症
状
が
頭
痛
。
ほ
か
に
も
、
首

の
痛
み
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、
気
管
支
ぜ

ん
そ
く
、
関
節
痛
、
神
経
痛
、
古
傷
の
痛

み
、
鬱
（
う
つ
）や
不
安
症
な
ど
も
気
象

病
の
症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。 

で
は
、
気
象
病
は
な
ぜ
起
こ
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
気
象
病
は
「
耳
が

敏
感
な
人
が
な
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
「
耳
」

と
は
「
内
耳
」
で
、
鼓
膜
の
奥
に
あ
る
、

か
た
つ
む
り
の
よ
う
な
形
を
し
た
器

官
を
指
し
ま
す
。
あ
る
高
名
な
先
生
は
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
実
験
か
ら
、
内

耳
に
は
気
圧
の
変
化
を
感
じ
る
セ
ン

サ
ー
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮

説
を
立
て
ま
し
た
。
内
耳
で
気
圧
の
変

化
を
感
じ
る
と
、
セ
ン
サ
ー
で
キ
ャ
ッ

チ
し
た
気
圧
変
化
の
情
報
が
脳
へ
と

入
り
、
自
律
神
経
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。 

こ
こ
で
、
内
耳
が
気
圧
の
変
化
に
敏

感
だ
と
、
少
し
気
圧
が
変
化
し
た
だ
け

で
も
、
過
剰
に
脳
に
情
報
が
伝
わ
り
、

交
感
神
経
か
副
交
感
神
経
が
過
剰
に

活
性
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

気
象
病
が
つ
ら
い
と
い
う
人
は
、
下

の
（1）
～

（4）
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

1

日

3
回
、痛
み
の
出
な
い
程
度
の
力
で
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（1）
耳
を
上
下
横
に
5
秒
ず
つ
引
っ
張

る 

      

（2）
耳
の
横
の
部
分
を
つ
ま
み
、軽
く
引

っ
張
り
な
が
ら
後
ろ
に
向
か
っ
て
5
回

ゆ
っ
く
り
回
す 

（3）
耳
の
下
に
親
指
を
当
て
、上
に
人
差

し
指
を
当
て
て
上
下
に
折
り
曲
げ
る
。

こ
の
状
態
で
5
秒
キ
ー
プ
す
る 

（4）
耳
全
体
を
手
で
覆
い
、後
ろ
に
向
か

っ
て
円
を
描
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
5
回

ま
わ
す 

           

天
気
に
よ
る
体
調
不
良
は
「
気
の
せ

い
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
ら
か
じ
め
体
調
が
悪
く
な
り
そ

う
か
が
わ
か
れ
ば
、
対
策
を
取
っ
て
み

る
の
は
い
か
が
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 
院
長 

豊
永 

慎
二 
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☆ 青春の「ひとこま」「ひとこま」の思い出曲をみんなで声をそろえて唄おう！ 

  なつかしの歌謡曲・フォ－クソング・ロシア民謡・叙情歌・童謡・唱歌 

☆ お友達、お知り合いお誘い会わせ・・・ご夫婦・おひとりさま大歓迎 

声出して、体動かし、心も体も若返りましょう♪♪ 

    ☆ 楽しいひとときを 「なかま」 と一緒に「うたごえ」 の輪をひろげよう！ 

 

体 験 参 加 大 歓 迎  宇多津町保健センタ－ 四階(町役場東隣) 

 

開催日 

７月 ４日(第一木曜日) ７月２５日(第四木曜日) 

８月  ８日(第二木曜日) ８月２９日(第五木曜日) 

９月  ５日(第一木曜日) ９月２６日(第四木曜日) 

 

時 間 午後  1  時  ３  ０  分  ～  午後  ３  時  1  ５  分 

  

会  費     ワンコイン (参加料 １回 ５００円)  

入 会 金     １ , ０ ０ ０ 円 

主  催     歌 声  「 さ つ き 」 

                高齢者生活協同組合 西讃地域センタ－ 

指  導     由 佐 洋 子    先 生 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

みんなで楽しく歌おう 

体験参加を希望する方は開催日に会場へお越しいただくか 

歌声「さつき」の奥山迄連絡ください。 

携帯電話    0 9 0 - 2 8 2 5 - 8 8 4 9 

 

 

んみ 楽な ♪し くで

の
歌 ア   　  歌　 声

ロフ さ つ き
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２
０
２
４
年 

第
23
回 

日
本
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
連
合

会
通
常
総
会（
東
京
）の
報
告 

 

令
和
6
年
6
月
8
日
(土) 

14
時
よ

り
通
常
総
会 

 

於
・
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋 

I

S

P
タ
マ
ビ
ル
8

F 

 

香
川
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
第

26
回
通
常
総
代
会
に
先
駆
け
て
、
日

本
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
連
合
会
通

常
総
会
が
上
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、 

香
川
高
齢
協
よ
り
池
田
理
事
長
と

伊
賀
副
理
事
長
が
出
席
し
た
。 

 

▼
議
題 

 

第
1
号
議
案 

２
０
２
３
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
の
件 

第
2
号
議
案 

２
０
２
４
年
度
活
動
方

針
・
会
費
・
予
算
の
件 

 

第
3
号
議
案 

役
員
選
任
の
件 

 

第
4
号
議
案 

役
員
報
酬
限
度
額
決

定
の
件 

 

第
5
号
議
案 

議
案
効
力
発
生
の
件 

特
別
決
議 

 
  

以
上
の
議
案
に
対
し
て
の
報
告
説

明
が
な
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
全
て
の
議

案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。 

ま
た
、
役
員
の
選
任
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
よ
り
、
新
会
長
に
曽
我
秀
秋
氏

（
高
知
高
齢
協
理
事
長
）が
就
任
さ
れ
、

新
た
な
体
制
に
て
運
営
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。 

特
別
決
議
で
は
、
当
高
齢
協
の
池
田

理
事
長
以
下
5
名
の
方
が
登
壇
し
て
、

堂
々
と
意
見
発
言
を
し
た
。 

池
田
理
事
長
は
、
今
回
の
香
川
高
齢

協
第
26
回
通
常
総
代
会
で
も
議
案
提

案
さ
れ
て
い
る
「
社
会
福
祉
法
人
格
取

得
に
つ
い
て
」
に
至
る
道
程
、
社
会
福

祉
法
人
格
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
詳
細
に
説
明
。 

           

他
府
県
の
高
齢
協
役
員
に
も
大
き

な
関
心
を
持
た
れ
、
刮
目
さ
れ
る
内
容

で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
生
協
組
織
の
あ

り
方
を
問
う
べ
く
一
石
を
投
じ
る
発

言
と
な
っ
た
こ
と
は
確
信
で
き
た
。

(

伊
賀
昌
吾
記) 
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狭
間(

は
ざ
ま) 

長
い
間
患
っ
て
い
た
妻
は
、
私
が
退
職
し

た
年
に
他
界
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
る
で
、
私

の
仕
事
の
終
わ
り
と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
届
け
る
よ
う
な
死
だ
っ
た
。 

妻
と
は
、
元
気
に
な
っ
た
ら
ふ
た
り
で
四

国
八
十
八
カ
所
霊
場
巡
り
を
し
よ
う
と
話
し

て
い
た
の
で
、
ま
さ
か
妻
の
菩
提
を
弔
う
ひ

と
り
旅
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。 

 

同
行
二
人
は
弘
法
大
師
で
は
な
く
妻
の
筈

だ
っ
た
。
私
に
限
ら
ず
同
じ
世
代
の
男
性
は
、

高
度
成
長
期
の
大
き
な
う
ね
り
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
仕
事
ひ
と
筋
、
家
庭
な
ど
顧(

か
え)

り
み
な
い
暮
ら
し
振
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
ん
な
弱
み
も
あ
っ
た
の
で
、

四
国
霊
場
巡
り
は
妻
へ
の
感
謝
と
讒
言(

ざ
ん

げ)

の
思
い
を
込
め
て
い
た
。
巡
礼
中
、
私
と

同
じ
よ
う
な
思
い
を
抱
え
て
お
参
り
を
続
け

る
何
人
も
の
男
性
と
擦
れ
違
っ
た
。 

私
の
巡
礼
は
趣
味
だ
っ
た
切
り
絵
を
制
作

し
な
が
ら
の
も
の
だ
っ
た
。
巡
礼
開
始
後
ま

も
な
く
、
思
い
が
け
ず
あ
る
新
聞
社
の
目
に

と
ま
り
、
そ
の
後
、
更
に
紀
行
文
を
添
え
て

「
切
り
絵
夢
風
景
」
と
題
さ
れ
て
連
載
さ
れ

て
い
っ
た
。
四
年
半
か
け
て
連
載
が
無
事
終

わ
る
と
、
切
り
絵
画
集
が
出
版
さ
れ
た
。 

と
こ
ろ
で
切
り
絵
画
集
の
タ
イ
ト
ル
だ
が
、

そ
の
頃
丁
度
、
歌
手
の
秋
川
雅
史
の
「
千
の

風
に
な
っ
て
」
が
大
流
行
し
て
い
た
の
で
、

「
千
の
風
」
は
ど
う
か
と
出
版
社
の
人
に
聞

く
と
、「
そ
れ
は
駄
目
で
す
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
法
的
な
問
題
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
結
局
、
あ
り
き
た
り
の
「
四
国
八
十

八
ケ
所
霊
場
め
ぐ
り
切
り
絵
集
」
に
決
ま
っ

た
。 「

千
の
風
」
を
歌
っ
た
歌
手
の
秋
川
雅
史

さ
ん
は
、
西
条
市
の
出
身
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

紅
白
歌
合
戦
で
歌
っ
た
こ
の
歌
が
、
全
国
の

老
若
男
女
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
し
、「
千
の

風
」
旋
風
が
巷
を
席
巻
し
た
。 

ま
さ
に
世
の
中
は
高
齢
化
社
会
に
向
か
い

始
め
た
時
期
で
も
あ
っ
て
、
此
岸(

し
が
ん
・

こ
の
世)

と
彼
岸(

ひ
が
ん
・
あ
の
世)

の
狭
間

を
歌
っ
た
よ
う
な
こ
の
歌
に
、
お
年
寄
り
た

ち
は
諭(

さ
と)

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

「
私
の
お
墓
の
前
で
泣
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
こ
に
私
は
い
ま
せ
ん
。
私
は
輝
く
光

に
な
り
、
き
ら
め
く
雪
に
な
り
、
鳥
に
な
り
、

星
に
な
っ
て
、
あ
の
大
き
な
大
空
を
吹
き
わ

た
っ
て
い
ま
す
。」 

陰
の
「
死
」
か
ら
陽
の
「
生
」
へ
の
世
界

へ
誘(

い
ざ
な)

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
歌
詞

に
な
っ
て
い
て
、
自
分
の
死
後
も
そ
う
な
り

た
い
と
い
う
儚(

は
か
な)

い
希
望
を
抱
か
せ

て
く
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
誰
も
が
夢
中
に
な

っ
た
。 

あ
る
日
の
こ
と
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
仲
間

た
ち
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
、
私
の
い
る
ホ

ー
ム
で
カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
皮
肉
に
も
年
寄
り
た
ち
に
よ
る
年
寄

り
た
ち
へ
の
慰
問
な
の
だ
が
、
私
が
「
千
の

風
」
を
歌
い
終
わ
る
と
目
頭
を
押
さ
え
た
老

婦
人
が
数
人
、
感
極
ま
っ
た
面
持
ち
で
近
寄

っ
て
来
た
。
た
ぶ
ん
、
亡
く
な
っ
た
夫
や
子

ど
も
、
親
し
か
っ
た
友
な
ど
と
の
思
い
出
が

甦
っ
た
の
に
違
い
な
い
。 

だ
が
悲
し
い
か
な
、
そ
れ
か
ら
一
年
も
た

た
な
い
内
に
、
そ
の
と
き
の
老
婦
人
た
ち
は
、

ひ
と
り
、
ま
た
ひ
と
り
と
天
国
に
召
さ
れ
て

逝
っ
た
。 

大
空
を
飛
ぶ
鳶
や
カ
モ
メ
を
見
る
度
に
、

「
も
し
か
し
た
ら
彼
女
た
ち
で
は
？
」
と
、

元
気
だ
っ
た
彼
女
た
ち
の
姿
を
青
空
の
鳥
た

ち
に
重
ね
て
い
る
。 

 
 

夏
は
来
ぬ 

 

卯(

う)

の
花
の 

匂
う
垣
根
に 

 

時
鳥(

ほ
と
と
ぎ
す)

 

早
も
来
鳴
き
て 

 

忍
音(

し
の
び
ね)

も
ら
す 

夏
は
来
ぬ 

  

さ
み
だ
れ
の 

そ
そ
ぐ
山
田
に 

 

早
乙
女(

さ
お
と
め)

が 

裳
裾(

も
す
そ) 

ぬ
ら
し
て 

玉
苗
植
う
る 

夏
は
来
ぬ 

 

橘
の 

薫
る
の
き
ば
の 

窓
近
く 

蛍
飛
び
か
い 

お
こ
た
り
諫(

い
さ)

む
る 

夏
は
来
ぬ 

文
と
切
り
絵 

萩
原
幹
生 
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 2024 年 7～8 月 行事案内 

第 20 回「さぬき満月まつり」開催のお知らせ 

■日時 7月 27日（土） 16時～21時頃 屋島山上県木園 

～会場設営や運営サポートなど、お手伝いしていただけるボランティアを募集しています～ 

※さぬき満月会は今年から香川高齢協生きがい事業部の同好会に正式加盟しました。 

みんなでお祭りを盛り上げ、屋島の活性化、青少年の健全育成に繋げていきましょう!! 

 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部）      ♠西讃地域センター 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347                ♣琴平・ダンス十八番（１3 時～17 時）        

・毎週土曜日と月 1 回は水曜日                      ☎日野 090-3188-1672 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(13 時 30 分～16 時 30 分)    ♣歌声「さつき」(13 時 30 分～15 時 15 分) 

   ・毎週日曜日 木太コミュニティセンター             ・月 2 回(7/４・25、8/８・29、9/５・26) 

☎小西 090-1003-8568                             宇多津町保健センター(町役場東隣)4 階 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                     ☎奥山 090-2825-8849 

♠ボウリング同好会☎木村 090-4501-3423       

♠ダンスを楽しむ会                         

・毎週金曜日（13 時～15 時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423 

♠麻雀を楽しむ会☎河井 090-2787-9963 

・毎週月・木曜日（11 時 30 分～15 時） 

♠詰田川自然農園☎新名 090-1001-1571 

♠グルメと散策を楽しむ会☎二宮 090-4974-8457 

♠さぬき満月会☎岡野 090-5273-1931 

                  

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 

 

 ▼通常総代会の 6 月 23 日付の四国新聞朝刊にて、スーパーのマルナカ創業者・中山芳彦さんのご訃報に

接しました。いまはイオングループですが、香川の流通業界の先駆者として、私たちの暮らしの便利さ向上に

大きく貢献してくれた方ではないでしょうか。合掌。そしてその対面には、県内最古のボウリング場「シーサイ

ドボウル」閉館の記事が。折から続く五月雨と相まって、昭和の象徴が静かに幕を下ろすことに触れ、いささ

か切なさを感じる朝でした。▼上の行事案内でも触れていますが、「さぬき満月会」は生きがい事業部の一

員となりました。同会は約 20 年前に、高齢協の青梅会長が徒手空拳で立ち上げました。庵治町育ちの会長に

とって、日々拝む屋島は特別な存在。タクシー乗務員の教習所を経営するようになってからは、必ず屋島をコ

ースに盛り込むなど愛着が褪せることはありませんでしたが、一方で、観光客減で昭和の活気を失っていく

現実から焦慮に駆られ、子供たちを巻き込んで、夏の夜に山上で盛大にお祭りを開催しています。今年は節

目の第 20 回。屋島からの夕景、夜景にまさに必見の感動もの。夏の夜の思い出づくりにぜひご参加を。(SH) 


